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1. 県大会１日目の審判は、出場チーム相互による自主運営とする 
2. 各会場に審判責任者（コントローラー）を審判委員会より配置する 
コントローラーは 

① レフェリーの判定には介入しない 
② 不測の事態が起きたときのみ対応する 
③ 試合終了後、スコアシートを点検してサインをする 
④ 点検後は競技役員にスコアシートを提出する 
⑤ 審判割り当ての調整を行う 

 
審判割り当ては 
 会場にいる空きチームで対応する 
 この「空きチーム」とはチームスタッフや保護者などの大人を指す 
 ファーストレフェリー、セカンドレフェリー、スコアラーは大人で対応する 
 ラインジャッジと点示は空きチームの選手が対応する 
※ファーストレフェリーはできる限り対戦チームと同地域にならないように配慮する 
※セカンドレフェリーはこの限りではない 
 

審判割り当ての基本的な組み方例（※会場にいる参加チームで協力して行う） 

 ﾌｧｰｽﾄﾚﾌｪﾘｰ ｾｶﾝﾄﾞﾚﾌｪﾘｰ ｽｺｱﾗｰ LJ/PP 
1 試合目 第 3 試合ﾁｰﾑ A 

(もしくは第２試合ﾁｰﾑ) 
第 3 試合ﾁｰﾑ B 

(もしくは第２試合ﾁｰﾑ) 
第 3 試合ﾁｰﾑより 

(もしくは空きﾁｰﾑ) 
第３試合の両ﾁｰﾑより 

3 名ずつ 
２試合目 第１試合の 

敗者ﾁｰﾑ 
第１試合の 

勝者ﾁｰﾑ 
第１試合の 

敗者ﾁｰﾑ 
第１試合の 

敗者ﾁｰﾑ（６名） 
３試合目 第２試合の 

敗者ﾁｰﾑ 
第２試合の 

勝者ﾁｰﾑ 
第２試合の 

敗者ﾁｰﾑ 
第２試合の 

敗者ﾁｰﾑ（６名） 
 
 
3. 県大会２日目は審判委員会（＋各地域１名程度の派遣）で対応する 
4. チームの協力審判員が必要か不要かは大会毎に調整検討し、運営方法などは精査して周知する 


